
 

 

 

 

 

 

 

令和７年４月４日 

麻績小学校 

Ｎｏ．１ 

新 1年生を迎えました 

学校の桜のつぼみが大きくふくらみ、春の訪れを感じるよき日、期待に胸をふくらませた１３

名の新１年生を迎えました。新入生のみなさん、新入生保護者の皆様、ご入学おめでとうござい

ます。 

たくましく、心豊かな「おみっこ」に育っていくよう、校長からは下記の話をしました。 

新１年生に贈る言葉【入学式式辞より（要旨のみ）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新学期スタート！ 
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 校校校長長長室室室   

だだだよよよりりり   

 

み 
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 思い合いの心で 

 みんなが笑顔！ 

 

通信 

今日は、もうすぐ咲きそうな桜の木のお話をします。 

 桜の木の見えないところには、ぐっと地面をつかんでいる強い根っこがあります。その

根っこが大きな木を支えているのですね。 

 さて、みなさんの中にも、見えない根っこがあります。みなさんの根っこも嵐に負けな

い強い根っこにしたいですね。どうしたらよいのでしょう。 

 強くのばしていくには、まず頭とたくさん使って考えましょう。  

 たくさん考える力がつくと、根っこは強くなります。 

 もうひとつ、目や鼻や口、手や足など、身体をいっぱい使いましょう。  

 みなさんの麻績小学校、みなさんの麻績村には、皆さんの根っこを伸ばす「もの」や「こ

と」がたくさんあります。お兄さん、お姉さんや先生たちと身体全体を使ってたくさん見

つけていきたいですね。 

 強い根っこは、これからどんどん大きくなっていくみなさんをぐっと支えてくれます。  

 これからの学校生活で、強い根っこにしていきましょう。 

 最後にひとつだけ、みなさんにお願いです。一番大事なのは、みなさんの命です。毎日

の登下校、車やバイクには十分気を付けてください。 

 そして、お友だちの命も大事にしていきましょう。 

 

新１年生を含め、８６名の子どもたちと新学期がスタート

しました。 

本年度も、本校は、学校教育目標の「学び合い」「思い合

い」「鍛え合い」を大切にしていきますので、始業式ではそ

の中の「学び合い」について話をしました。 

学びは、一人でもできるし、一人で学ぶ楽しさを知ること

も大切です。でも、相手や友だちとともに学び合うことは、

自分の「？」（どうして？なぜ？）を一緒に考えたり、自分

の気づかない「？」に気づかせてくれたりと、学びをさらに

豊かなものにしていきます。 

 子どもたちには、教科書の中だけでなく、麻績村のあちこ

ちでも「？」を見つけ合い、相手、友だちと「！」（分かっ

た！）になるまでの営みにも価値を見いだしてくれるように

なってくれたらと願っています。 

 

 

 


